
備考 会議内容を簡潔に記載すること。

 第３号様式（第６条第１項関係） 
市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

平成29年11月21日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 
１ 日時及び場所 

平成29年11月21日（火）午前９時～ 本庁舎3階会議室301 

２ 出席者 

環境課 川上課長、鈴木主査、石田主任主事、石澤主事 

都市計画課 中村課長 

３ 件名 

「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」の策定について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 
■ 一部修正の上、決定する。 
□ 継続して検討する。 
□ 案を否決する。 
□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

・事業者がガイドラインを遵守しない場合、名前の公表は可能か。 

→まちづくり条例の手続きの中で、指導・勧告等の流れを経て、公表もすることは可能

である。 

・農地の場合はどういう手続きになるのか。 

→農地法に基づく手続きが必要である。転用させて雑種地としてする場合と、一時転用

による営農型の二つのパターンがある。 

・条文の一部について書式が適切でない。例規担当と調整されたい。 

→例規担当と調整し、適切な書式に修正する。 

 

 

 



別記 

第１号様式その１（第４条第４項関係） 

平成２９年１１月２０日 

付議書（行政経営戦略会議） 

 

       部課名（環境建設部 環境課・都市計画課） 

１ 件名 

「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」 

の策定 

２ 目的 
白井市内において、太陽光発電施設の設置に伴う周辺環境への影響等の問題が発生している。市

独自のガイドラインの策定により、設置業者の事業内容を計画段階から把握できるようにすると

ともに、事業者が地域住民と良好な関係を構築し、周辺環境にも配慮して実施されるような仕組

みを作るため。 

３ 効果 
施設設置者が計画段階から、市及び近隣住民に対し事業計画及び事業内容を明確にし、

近隣住民の安心安全を守り、生活環境等に配慮しながら実施することによりトラブルの

防止や問題発生時に素早い対応が可能となる。 

４ 現状と課題 

平成２９年３月に資源エネルギー庁のガイドラインが示されたが、ガイドライ

ンでは、市への届出は規定されていないため、市は情報を把握することができ

ない状況にある。届出を制度化する必要がある。 

５ 対応 
太陽光発電施設設置に係る市独自のガイドライン素案を作成し、環境審議会での審議、

パブリックコメントを経て、太陽光発電施設設置に係る届出制度を創設する。 

届出制度については、まちづくり条例を活用する。 

 

６ スケジュール 
11/21 行政経営戦略会議、12/下旬 環境審議会、2/下旬 パブリックコメント締切、 

3/中旬 環境審議会、まちづくり審議会（報告）4/１公表 

７ 関連情報 

関係法令等 白井市まちづくり条例施行規則（一部改正） 

関係課 都市計画課 

予算措置 事業費 一般会計 ４款１項４目 ３２１，０００円   

 



（案）  

○白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン 

 

（趣旨） 

第１条 このガイドラインは、市が環境基本計画等に基づき、地球温暖化防止

に向けて、住宅用再生可能エネルギー設備等の設置支援、公共施設への太

陽光発電施設の導入等、温室効果ガスの削減に有効な再生可能エネルギー

の普及促進に取り組んでいる中、事業用太陽光発電施設の急速な普及拡大

に伴い、事業区域周辺において生活環境、自然環境の保全等に支障をきた

す事例が生じていることから、太陽光発電施設を設置する者が、市内にお

ける当該施設の設置に関し、近隣住民の安全・安心を守り、生活環境等に

配慮しながら、市及び近隣住民に対し、事業計画及び事業内容を工事着手

前に明確にすることについて必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 このガイドラインにおいて、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各

号に定めるところによる。 

（１）太陽光発電施設 電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関

する特別措置法（平成２３年法律第１０８号）第２条第３項に規定する「再

生可能エネルギー発電設備」のうち、次に掲げるもの（ただし、建築物に

該当するものを除く。）とする。 

ア 大規模発電施設 出力５０キロワット以上の太陽光発電施設をいう。 

イ 発電施設 出力１０キロワット以上５０キロワット未満の太陽光発電施

設をいう。 

（２）出力 太陽光パネルの合計出力とパワーコンディショナーの出力のいず

れか小さい方の値をいう。 

（３）設置者 太陽光発電施設を設置する者をいう。 

（４）近隣住民 太陽光発電施設の設置が計画される区域の近隣の土地及び家

屋の所有者又は居住者並びに事業区域に存する自治会等の代表をいう。 



（対象区域） 

第３条 このガイドラインの対象地域は、市内全域とする。 

 （法令等に基づく手続等） 

第４条 設置者は、太陽光発電施設を設置する場合において、他の法規制等に該

当する場合は、当該発電施設の規模に関わらず、市の関係部局及び関係行政

機関と事前に相談、協議を行い、必要な手続き等を行うものとする。 

 （環境配慮書、チェックリストの提出） 

第５条 設置者は、大規模発電施設を設置する場合、白井市まちづくり条例（平

成16年条例第1号）第３２条の規定に基づき、同条例施行規則第１３条に規

定する開発事業事前協議書（第１４号様式）を提出する前までに、条例第

３１条の規定に基づき、同条例施行規則第１２条に規定する環境配慮書（第

１３号様式）を市長に提出するものとする。 

２  発電施設を設置する場合、次条第１項に規定する届出書を提出する前まで

に、チェックリスト（別記第１号様式）を市長に提出するものとする。 

 （発電施設に係る届出書） 

第６ 条 発電施設の設置者は、工事に着手する日の３０日前までに、白井市太陽

光発電施設計画届出書（別記第２号様式）に計画区域の位置図等を添付し、

市長に提出するものとする。 

２   前項の届出を行ったものは、届出対象発電施設の内容を変更し、又は事

業を廃止しようとするときは、変更又は廃止する日の３０日前までに、白井

市太陽光発電施設計画変更・廃止届出書（別記第３号様式）を市長に提出す

るものとする。 

 （遵守事項） 

第７条 設置者は、太陽光発電施設を設置する際は、次に掲げる事項を遵守し

なければならない。 

（１）近隣住民への周知 

（２）防災への配慮 

（３）周辺環境との調和 



（４）生活環境への配慮 

（５）安全への配慮 

（６）緊急連絡先の表示等 

（７）適切な苦情、要望等への対応 

（８）適切な撤去及び廃棄 

 （報告） 

第８条 市長はこのガイドラインに定めるもののほか、このガイドラインの施

行に必要な限度において、設置者に対し、必要な事項について報告を求め

ることができるものとする。 

 （補則） 

第９条 このガイドラインの施行に関して必要な事項は、市長が別に定める。 

２   このガイドラインは、今後の社会情勢の変化等により、必要に応じて随

時見直しを行うこととする。 

附則 

１   このガイドラインは、平成 年 月 日から施行し、平成 年  月 日

以後に着工する発電施設から適用する。 

２   このガイドラインの施行日において現に着工している発電施設の設置者

は、第７条に掲げる事項の遵守に努めること。 

 



第13号様式（第12条関係） 
環 境 配 慮 書 

年  月  日   

   （あて先）白井市長 

事業者 住 所                   
氏 名               ○印    
電話番号     （  ）          

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称  
及び代表者の氏名）               

  白井市まちづくり条例第31条の規定により、環境配慮書を提出します。 

  ◎記載上の注意： 以下の事項について、行う場合は「○」を、行わない場合は
「×」を、該当しない場合は「－」をチェック欄に記入し、記述欄
に内容（「○」の場合は具体的に実施内容、「×」の場合は実施しな
い理由、「－」の場合は該当しない理由）を記入してください。 

 
 １ 略 
 
 ２ 略 
 

 ３ 太陽光発電施設設置事業関係 

共通事項 
配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー

庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」

に従い、適正に事業を行うようにします。 

  関係各課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 適正な土地の選定 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー

庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」 

に従い、土地及び周辺環境の調査を行うように努めます。 

  環境課 □

② 土地の選定に当たっては、事前に土地の利用可能性の確認に努めます。   環境課 □

③ 土地の選定に当たっては、土砂災害の防止、土砂流出の防止、水害の防止、

水資源の保護、植生の保護、希少野生動植物の個体及び生息・生育環境の保全、

周辺環境との調和などに配慮します。 

  環境課 □

④ 土地の選定に当たっては、反射光等による近隣住民の住環境への影響がない 

ように考慮します。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 地域との関係構築 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 事業計画作成の初期段階から市や近隣住民の意見を聴き適正なコミュニケー

ションを図ります。 
  環境課 □

②  近隣住民に十分配慮して事業を実施し、誠実に対応をとるように努めます。   環境課 □

③  事業の概要や環境への影響等について、近隣住民へ事業について理解を得ら

れるように努めます。 
  環境課 □

④ 近隣住民への説明に当たっては、説明及び周知の範囲並びに説明方法につい 

て市と調整を行うように努めます。 
  環境課 □

⑤ 近隣住民から要望があった場合は、説明会を開催するように努めます。   環境課 □

⑥ 近隣住民から、計画に対する要望、苦情、懸念等があった場合は、丁寧かつ

誠意をもって対応するようにします。 
  環境課 □



⑦ 近隣住民との間で、対象設備の設置、維持管理及び事業終了後の撤去につい 

て約束した内容について明確にするため、文書の作成を求められた場合は、社会

通念上相当な範囲において明文化し必要に応じて合意書、協定書等の締結等を

するように努めます。 

  環境課 □

 
望ましい環境像

市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 適正な土地開発及び発電設備の設計・施工 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギ 

 ー庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライ 

ン」に従い、土地開発及び発電設備の設計・施工を行うように努めます。 

  環境課 □

② 土地や地域の状況に応じた防災、環境保全のための適正な土地開発及び発電 

設備の設計・施工を行うように努めます。 
  環境課 □

③ 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギ 

 ー庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライ 

ン」に従い、周辺に影響がないよう設置工事に伴う資材や廃棄物等を適正に処理

するように努めます。 

  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 周辺環境への配慮 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 設計・施工に当たり、発電設備の稼働音等が近隣住民や周辺環境に影響を与

えないよう、適正な措置を講ずるようにします。 
  環境課 □

② 太陽光パネルが防眩処理のされたものであるか確認し、季節や時間帯によっ

て、反射光の影響が及ぶ範囲が変わることに留意します。 
  環境課 □

③ 太陽光パネルからの反射光が周辺環境を害することがないよう、太陽光パネ

ルを周囲と調和したできる限り目立たない色彩とする等、適正な措置を講ずるよ

うにします。 

  環境課 □

④ 発電設備の周囲に近隣住民の生活の場がある場合、事業地からの建設残材の

飛散や雑草の繁茂等による周辺環境への影響がないように管理するように努めま

す。 

  環境課 □

⑤ 防災、環境保全の観点から計画策定段階で予期しなかった問題が生じた場合 

や近隣住民から要望、苦情、懸念があった場合、適正な対策を講じ、災害防止

や自然環境、近隣への配慮を行うように努めます。 

  環境課 □

⑥ 事業区域内の除草等環境整備に努めるとともに、除草剤、殺虫剤、その他の

薬剤を使用する場合は、周辺環境に十分配慮します。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 標識の掲示 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 工事開始後速やかに、発電設備の外部から見えやすい場所に、設備名称、所在

地、発電能力、発電事業者名、保守点検責任者名、連絡先などを記載した標識を

掲示するようにします。 

  環境課 □

②  標識の設置に当たっては、風雨により劣化・風化し文字が消えることがない 

よう適正な材料を使用するように努めます。 
  環境課 □

③  標識の設置に当たっては、強風等で標識が外れないように設置するように努 

めます。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 構内への立入防止措置 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 施設内に人が立ち入ることがないよう、施設の周囲への塀柵の設置等、適正 

な措置を講じるようにします。 
  環境課 □

② 塀柵の設置にあたり、極力目立たない色とするほか、緑化等により周囲の景 

観に溶け込むよう配慮します。 
  環境課 □

 

 

 

 

 



望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 非常時の対応 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  落雷や地震等による発電設備の破損や第三者への被害をもたらすおそれがあ
る事象が発生した場合、可能な限り速やかに現地を確認し、発電設備の損壊、飛
散、感電のおそれがないことを確認するように努めます。 

  環境課 □

②  発電設備の異常又は破損等により地域への被害が発生するおそれがある場合
又は発生した場合は、市や近隣住民へ速やかに連絡し、被害防止又は被害の拡
大防止のための措置を講ずるように努めます。 

  環境課 □

 
望ましい環境像

市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 事業終了時の適正な撤去・廃棄 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  事業終了後は、そのまま放置せず、可能な限り速やかな撤去と適正な処理を
行います。   環境課 □

②  事業終了後は、廃棄物処理法、建設リサイクル法及び「太陽光発電設備のリ
サイクル等の推進に向けたガイドライン（環境省）」に基づき、責任をもって適
正に処理をするように努めます。 

  環境課 □

③  事業終了後の設備の撤去等について、市や近隣住民と合意した事項がある場
合は、当該事項に従い責任をもって対応するように努めます。   環境課 □

 

 



第３号様式（第５条関係） 
チ ェ ッ ク リ ス ト  

年  月  日   

   （宛先）白井市長 

事業者 住 所                   
氏 名               ○印    
電話番号     （  ）          

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称  
及び代表者の氏名）               

 白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン第５条第２項の規定に
より、チェックリストを提出します。 

  ◎記載上の注意： 以下の事項について、行う場合は「○」を、行わない場合は
「×」を、該当しない場合は「－」をチェック欄に記入し、記述欄
に内容（「○」の場合は具体的に実施内容、「×」の場合は実施しな
い理由、「－」の場合は該当しない理由）を記入してください。 

 

 太陽光発電施設設置事業関係 

共通事項 
配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー

庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」

に従い、適正に事業を行うようにします。 

  関係各課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 適正な土地の選定 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギー

庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライン」

に従い、土地及び周辺環境の調査を行うように努めます。 

  環境課 □

② 土地の選定に当たっては、事前に土地の利用可能性の確認に努めます。   環境課 □

③ 土地の選定に当たっては、土砂災害の防止、土砂流出の防止、水害の防止、

水資源の保護、植生の保護、希少野生動植物の個体及び生息・生育環境の保全、

周辺環境との調和などに配慮します。 

  環境課 □

④ 土地の選定に当たっては、反射光等による近隣住民の住環境への影響がない 

ように配慮します。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 地域との関係構築 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

  事業計画作成の段階から市に届け出るとともに近隣住民と適正なコミュニケー

ションを図るように努めます。   環境課 □

  近隣住民に十分配慮して事業を実施し、誠実に対応をとるように努めます。   環境課 □

  事業の概要や環境への影響等について、近隣住民へ事業について理解を得られ

るように努めます。 
  環境課 □

  近隣住民への周知に当たっては、説明及び周知の範囲並びに周知方法につい 

て市と調整を行うように努めます。 

 

既に周知を行っている場合は該当項目に○をつけてください 

・看板設置  ・戸別訪問  ・文書配布  ・説明会   ・その他 

  環境課 □

  近隣住民から、計画に対する要望、苦情、懸念等があった場合は、説明会の開

催や協定書の締結などの検討も含め丁寧かつ誠意をもって対応するようにしま

す。 

  環境課 □

 
 



望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 適正な土地開発及び発電設備の設計・施工 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギ 

 ー庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライ 

ン」に従い、土地開発及び発電設備の設計・施工を行うように努めます。 

  環境課 □

②  土地や地域の状況に応じた防災、環境保全の適正な土地開発及び発電設備の

設計・施工を行うように努めます。 
  環境課 □

③  関係法令、条例、「事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）（資源エネルギ 

 ー庁）」及び「白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドライ 

ン」に従い、周辺に影響がないよう設置工事に伴う資材や廃棄物等を適正に処理

するように努めます。 

  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 周辺環境への配慮 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  設計・施工に当たり、発電設備の稼働音等が近隣住民や周辺環境に影響を与

えないよう、適正な措置を講ずるようにします。 
  環境課 □

②  太陽光パネルが防眩処理のされたものであるか確認し、季節や時間帯によっ

て、反射光の影響が及ぶ範囲が変わることに留意します。 
  環境課 □

③  太陽光パネルからの反射光が周辺環境を害することがないよう、太陽光パネ

ルを周囲と調和したできる限り目立たない色彩とする等、適正な措置を講ずるよ

うに努めます。 

  環境課 □

④  発電設備の周囲に近隣住民の生活の場がある場合、事業地からの建設残材の

飛散や雑草の繁茂等による周辺環境への影響がないように管理するように努めま

す。 

  環境課 □

⑤  防災、環境保全の観点から計画策定段階で予期しなかった問題が生じた場合

や近隣住民から要望、苦情、懸念があった場合、適正な対策を講じ、災害防止

や自然環境、近隣への配慮を行うように努めます。 

  環境課 □

⑥ 事業区域内の除草等環境整備に努めるとともに、除草剤、殺虫剤、その他の

薬剤を使用する場合は、周辺環境に十分配慮します。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 標識の掲示 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  工事開始後速やかに、発電設備の外部から見えやすい場所に、設備名称、 

所在地、発電能力、発電事業者名、保守点検責任者名、連絡先などを記載 

した標識を掲示するようにします。 

  環境課 □

②  標識の設置に当たっては、風雨により劣化・風化し文字が消えることがない 

よう適正な材料を使用するように努めます。 
  環境課 □

③  標識の設置に当たっては、強風等で標識が外れないように設置するように努 

めます。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 構内への立入防止措置 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

①  施設内に人が立ち入ることがないよう、施設の周囲への塀柵の設置等、適正 

な措置を講じるようにします。 
  環境課 □

②  塀柵の設置にあたり、極力目立たない色とするほか、緑化等により周囲の景 

観に溶け込むよう配慮します。 
  環境課 □

 

望ましい環境像
市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 非常時の対応 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 落雷や地震等による発電設備の破損や第三者への被害をもたらすおそれがあ
る事象が発生した場合、可能な限り速やかに現地を確認し、発電設備の損壊、飛
散、感電のおそれがないことを確認するように努めます。 

  環境課 □

② 発電設備の異常又は破損等により地域への被害が発生するおそれがある場合
又は発生した場合は、市や近隣住民へ速やかに連絡し、被害防止又は被害の拡
大防止のための措置を講ずるように努めます。 

  環境課 □



 
望ましい環境像

市民の健康と快適な生活環境を守るまち 

限られた資源・エネルギーを大切にするまち 

環境配慮項目 事業終了時の適正な撤去・廃棄 「公害対策に市民の声を生かそう」、「エネルギーを有効に使おう」 

配 慮 事 項 チェック欄 記 述 欄 担当課

① 事業終了後は、そのまま放置せず、可能な限り速やかな撤去と適正な処理を
行います。   環境課 □

② 事業終了後は、廃棄物処理法、建設リサイクル法及び「太陽光発電設備のリ
サイクル等の推進に向けたガイドライン（環境省）」に基づき、責任をもって適
正に処理をするように努めます。 

  環境課 □

③ 事業終了後の設備の撤去等について、市や近隣住民と合意した事項がある場
合は、当該事項に従い責任をもって対応するように努めます。   環境課 □

 

 

 



◆１０キロワット以上５０キロワット未満の太陽光発電施設（発電施設）を設置する場合

白井市太陽光発電施設の適正な設置・管理に関するガイドラインのフロー　(案)

事業者 市環境課 市都市計画課

◆５０キロワット以上の太陽光発電施設（大規模発電施設）を設置する場合

環境配慮書
〔規則第１３号様式〕

受理・審査

開発事業

事前協議書
〔規則第１４号様式〕

※環境配慮書添付

提出

返却

受理・審査
届出

まちづくり条例の

手続きへ

チェックリスト
〔第１号様式〕

受理・審査
提出

太陽光発電施設

計画届出書
〔第２号様式〕

※チェックリスト添付

返却

受理・審査

届出

手続き終了

開発事前協議書提出前まで

〔規則第１４号様式〕

近隣住民等への説明後

着手３０日前まで

届出書提出前まで

まちづくり条例の

手続き


